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－㎈－㎈ 2第一部【企業情報】 第１【企業の概況】 １． 【主要な経営指標等の推移】 

（1） 最近５連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移 

回次 第 148 期 第 149 期 第 150 期 第 151 期 第 152 期 

当期純損益 (百万円) 6,503 △28,518 1,723 22,066 51,288 

純資産額 (百万円) 263,362 280,685 293,138 330,126 379,21百万円)
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㈱

神

　連結子会社　　　　3 社

　　製　　造 　・　販　　売

日本高周波鋼業㈱

神鋼特殊鋼管㈱

神鋼建材工業㈱

神鋼ボルト㈱

堺鋼板工業㈱

神鋼鋼線工業㈱ *  他

　連結子会社         16 社

　持分法適用会社   13 社

　　製  　造 　・ 　販　   売

ｺﾍﾞﾙｺ　ﾒﾀﾙ　ﾊﾟｳﾀﾞｰ

　      ｵﾌﾞ ｱﾒﾘｶ, INC.  他

  連結子会社         1 社

　持分法適用会社   4 社

 　商  　品 　 の　  販　 売

エヌヲs置

　連結子会社　　　。1 社

ﾟｽﾌﾞ*ｰﾃﾉｨgｼﾞCOC.  他

業

 地域都市開発・不動産業コベルコ開発㈱　他
　連結子会社　　　  9 社

機

械

関

連

事

業



日本高周波貢

霢

萼 砿 講 の 製 造 、 販
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名称 住所 
資本金 
（百万円） 

主要な 
事業の内容 

議決権の 
所有割合（％） 

関係内容 
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(注) １． 特定子会社に該当する会社はありません。 

該 úありóん。�
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第２【事業の状況】 
 
１．【業績等の概要】 
 
(1) 業績 

 
当連結会計年度のわが国経済は、下半期において、ＩＴ関連分野の在庫調整などにより景気はやや足踏み状態

となったものの、全体としては中国を始めとするアジア及び米国経済が堅調であったことや、企業収益が改善し

民間設備投資が増加したことなどから、回復基調を維持してまいりました。 

 

このような状況の中、当社グループは、

利益は、65,239 百万円増益の 116,028 百万円となりました。また、税引き後の当期純利益は、財務体質の更な

る健全化を目的に、減損会計の早期適用による損失や、平成 17 年度におけるたな卸資産の評価方法変更に先立
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(2)キャッシュ・フロー 
 

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フロー225,751 百万円を確保し
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２．【生産、受注及び販売の状況】 
事玉

指 邁 韋 師

金額（百万円） 前環
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３．【対処すべき課題】 
 

当社グループでは、中国を中心とする東アジア経済の活況等を背景として、鉄鋼事業を中心に高水準の生産を継続し

ておりますが、鉄鉱石や石炭といった鉄鋼主原料の過去に例をみない値上がりを始めとして、各種資材・原料価格の上
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⑥事故、災害等による操業への影響 
当社グループの生産設備の中には、鉄鋼関連の高炉、転炉など高温、高圧での操業を行なっている設備があります。

また、高熱の生産物、化学薬品等を取り扱っている事業所もあります。 

対人・対物を問わず、事故の防止対策には万全を期しておりますが、万一重大な事故が発生した場合には、当社グ

ループの生産活動に支障をきたし、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

また、大規模地震や台風等の自然災害により生産設備等に被害を受けた場合には、操業に支障が生じ、業績に影響

を及ぼす可能性があります。 
 
⑦環境規制の強化 
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(3) その他の経営上の重要な契約 





 19,700 百万円であります。なお、本費用には、当社
技術開発本部で行なっている横断的または基礎的研究開発などで、各事業区分に配分できない費用 2,755 百万円
が含まれております。 

  主な事業の種類別セグメント毎の研究開発活動の状況は、以下のとおりであります。 
 
 ［鉄鋼関連事業］ 
   主に、当社鉄鋼部門及び溶接カンパニーの技術開発部門において、製品開発と生産技術の高度化の両面にお

いて積極的な研究開発に取り組んでおります。 
   鉄鋼部門では、当社独自の特長ある製品の開発、製品をご利用頂く際の利用技術、安定したものづくりのた

めの生産技術の向上に注力しております。当連結会計年度の主な研究開発成果としては、薄板ハイテンにおい
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 ③財政状態についての分析 

 

当連結会計年度末の総資産は、売上高の増加により流動資産が増加した一方で、設備投資は減価償却費を

下回る水準であったことなどから、前連結会計年度末に比べて 151 億円減少し、1 兆 9,012 億円となりまし
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第３【設備の状況】 

１．【設備投資等の概要】 
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第４【提出会社の状況】 
 
１．【株式等の状況】 
 （１）【株式の総数等】 
  ①【株式の総数】 

種類 会社が発行する株式の総数（株） 

普通株式 6,000,000,000 

計 6,000,000,000 
（注）株式の消却が行なわれた場合には、これに相当する株式数を減ずる旨定款に定めております。 
 
  ②【発行済株式】 

種類 
事業年度末現在発行数（株） 
(平成17年３月31日現在) 

提出日現在発行数（株） 
(平成17年６月24日現在) 

上場証券取引所名又 
は登録証券業協会名 

内容 

 
 （３）【発行済株式総数、資本金等の推移】  

年月日 
発行済株式

総舌エ
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○アルミ・銅カンパニー  

氏名 役職名及び委嘱業務 略歴 
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会計監査人 

本社、事業部門及び 
各カンパニー 

 取締役 
執行役員 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会 
代表取締役社長 
 取締役 
 社外有識者 
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１．    

 ※３     
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          1,219,179 100.0

           1,443,771 100.0 
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資本準備金取崩し 
による減少高 

 廊7O倏7ã  廊7O倏7倏 

        

Ⅰ 利益剰余金期首残高  △61,709  31,633 

Ⅱ 利益剰余金増加高     

1.当期舜栗  3憤

6.土地再評価差額金取崩額 － �� 19  14  

3.連結及び時 バ 輀皐

3 連結究絡給 び時 の

3 練Ř 烹居z 叱
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 前連結会計年度 当連結会計年度 

子会社197社のうち、155社を連結しております。 

連結子会社名については、
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項目 前連結会計年度 当連結会計年度 

    なお、持分法を適用していないのは、非連

結子会社42社（神協海運（株）他）及び関連

会社 19 社（（株）ジルコプロダクツ他）であ

ります。 
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項目 前連結会計年度 当連結会計年度 
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項目 前連結会計年度 当連結会計年度 

(3)重要な引当金の

計上基準 

(ア)貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債
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項目 前連結会計年度 当連結会計年度 

5.連結子会社の資

産及び負債の評
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 会計処理の変更 

前連結会計年度 当連結会計年度 
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（連結損益計算書関係）  
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前連結会計年度 当連結会計年度 
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（リース取引関係） 
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前連結会計年度 当連結会計年度 

（貸手側） 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも
（ 貸 ’ 26 紡

１ ．リ ―

榛
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2.各連結会計年度中に売却したその他有価証券 
 
前連結会計年度 

  （単位：百万円） 
売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 
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２．取引の時価等に関する事項 

(1) 通貨関連  （単位：百万円） 

  前連結会計年度末 当連結会計年度末 

区分 種類 
契約額
等 

うち 

1 年超 
時価 

評価 

損益 
契約額
等 

うち 

1 年超 
時価 

評価 

損益 

 為替予約取引      
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ち

 

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 11,582 783 10,103 2,406 4,117 12,127 41,122 △41,122 － 

1 9 1 , 3 6 7 1 , 9 1 6 , 3 3 8 

減価償却費 48,671 12,674 9,918 2,562 1,764 

 2,878 2,783 1,075 103,817 1,093 104,911 
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事業区分の変更
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【関連当事者との取引】 

Ⅰ.前連結会計年度（平成 15 年４月１日～平成 16 年３月 31 日) 

子会社等 

関係内容 
属性 会社名 住所 資本金 

事業 
の 
内容 

議決権等
の 

所有割合 
役員の 
兼務等 

事業上の 
関係 

取引内容 取引金額

 
関連 
会社 

 
神鋼商事
(株) 

 
大阪市 
中央区 

百万円 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 当連結会計年度 
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⑤【連結附属明細表】 

【社債明細表】 

会社名 銘柄 
発行 
年月日 

前期末残高 当期末残高 利率 担保 償還期限 

 

278,300 

 
( 30,000) 
269,800 

�   

 
- 

 
 
- 

 
 
- 

 
 
-

コウベ スチール 
ＵＳＡ ホールデ
ィングス INC. 
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   ３．※２ 新株予約権付社債の内容は次のとおりであります。 

 

発行すべき株式 普通株式 

新株予約権の発行価額（円）  

株式の発行価格（円） 218 

発行価額の総額（百万円） 30,300 

新株予約権の行使により発行した株
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【借入金等明細表】 

区分 前期琶



�ù�ó�ý�û�ü�ç�ç�ù�ó�þ���ý�ç�ç









Ⅱ 売上原価        

  

4．雑払高 ※３ 5,669   9,944   

5．製品期末たな卸高  30,578 677,807 84.6 27,503 728,848 81.0 

  売上総利益   123,310 15.4  170,883 19.0 

Ⅲ 販売費及び一般管理費        

1．運送費  25,247   27,482   

2∵

 







―   ― 90

 

③【利益処分計算書】 
 

  前事業年度 
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項目 前事業年度 当事業年度 
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会計方針の変更 

前事業年度 当事業年度 
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（リース取引関係） 

前事業年度 当事業年度 
ど し（ o（ 倒琮

 

2,892 554 2,337 

 

車両運搬具 685 333 352  車両運搬具 922 445 

 

 

5㎈

 

22752 

 

628220╮ 

61㎈

 

ソフトウェア 893 670 223  ソフトウェア 709 592 116  
合計 23,216 15,517 7,699  合計 13,270 7,649 5,621  
（注）取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定

窺♂ ペき 奓
（注）  同左 

(2)未経過リース料期末残高相当額 (2)未経過リース料期末残高相当額 
 １年内 

１年超  2,529 
5,170 

百万円  

１祢友ゾ

 2,17658き

5,37

百万円 

（注）  同左 

(3)支払リース料及び減価償却費相当額 (3)支払リース料及び減価償却費相当額 
①支払リース料 3,254 百抹�
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（有価証券関係） 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

（単位：百万円） 
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④【附属明細表】 

【有価証券明細表】 

 【株式】 

銘柄 株式数（千株） 貸借対照表計上額（百万円） 



―     ― 

   (193)     
 構築物 139,737 2,137 2,564 139,310 84,932 3,165 54,377 
   (3)     
 機械及び装置 1,443,867 ※1   26,200 ※2   51,546 1,418,520 1,156,733 36,610 261,787 

   (28)     

 2,874 ※3   15,045 150,554 － － 150,554 
   (6,848)     
 建設仮勘定 17,941 ※4   46,455    41,837 22,558 － － 22,558 

2,169,582 85,190 125,429 2,129,343 有形固定資産計 
  (7,073)     

無形固定資産        

 営業権 － － － 2,200 1,876 440 323 

 ソフトウェア － － － 11,509 腡

 諸施設利用権 －

 870

       (株)コベルコ

 マテリアル銅管への 
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（２）【主な資産及び負債の内容】 
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 9) 社債 

摘要 金額（百万円） 
 無担保社債 239,800  
 新株予約君

 



                      －  － 111

第６【提出会社の株式事務の概要】 
 
決算期 ３月 31 日 

定時株主総会 ６月中 

基準日 ３月 31 日 

株券の種類 1,000 株券、10,000 株券、100,000 株券、1単元未満の株式を表示した株券 

中間配当基準日 ９月 30 日 

１単元の株式数 1,000 株 

株式の名義書換え  

  新券交付手数料 分割及び不所持による発行の場合、1 枚につき印紙税相当額及びこれに係る消

  曄渚嬢者
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 
 

該当事項はありません。 

 












